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研究成果の概要（和文）：保育現場では子ども達の表現活動が重視されている。その表現活動には言語表現の領域があ
り、日々の保育においても絵本の読み聞かせなどが豊かに実践されている。ところが、絵本などを用いずに話す「素話
（すばなし）」は、保育の場において衰退しつつある。
そこで本研究では、言語表現活動として重視されるべき「素話」が、なぜ保育現場で衰退しているのかを実証的に分析
し、「素話」の実践を支援する方策を模索した。
その結果、「素話」では絵本の読み聞かせと異なり、子ども達が想像力を働かせていることが明らかになった。そして
、この「素話」に特徴的な効果を理解することが、豊かな実践に必要であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In Japan, nursery teachers often talk with using a picture book. Talk without 
using the picture book is called "SUBANASHI" in japan. However, the frequency of “SUBANASHI” 
performance is decreasing. Therefore, in this study, we analyze present issues of "SUBANASHI" at 
childcare. And we look for a way to help practice of "SUBANASHI".
As a result, children imagine desperately what kind of thing it is, when the thing which is not known 
appears in “SUBANASHI”. Therefore, children are expected to carry out various imagination using 
favorite colors in drawing after "SUBANASHI". On the other hand, things which children know, or which 
appear in picture books are painted in actual colors in drawing after storytelling with using a picture 
book.
From now on, nursery teachers understand the difference in the effect of “SUBANASHI” and “Storytelling 
with using a picture book”, and it becomes important to utilize both well.

研究分野：教育学、幼児教育、政策科学、教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
口承文芸は世界各地に息づいており、その
ひとつに昔話が存在している。私たち日本人
も昔話を語り、そして聴くという営みを通し
て、固有の文化や生活に関わる知恵などが世
代を超えて伝承されてきた。 
口承文芸、とりわけ昔話については、非常
に豊かな研究がなされており、特に民俗学や
文学の側面からの知見が蓄積されている。そ
の昔話が語られた中心は、過去においては各
家庭においてであった。そして、近代以降の
現在に至るまで、保育所や幼稚園といった保
育現場においても語られることが多くなり、
普段の保育活動でも様々な場面で物語られ
ている。なかでも口承文芸の要素が強い保育
現場における“物語る”行為を「素話」と呼
び、豊かに実践されてきた。しかし、保育・
幼児教育の視点からの研究は多くなく、実証
的研究が十分にはなされてこなかった。さら
に、昨今「素話」は保育現場において、その
実践が急速に減少している状況にある。 
そこで、本研究では保育現場での代表的な
“物語る”行為である「素話」に着目し、「素
話」の実践が減少している原因を調査し、豊
かな「素話」の実践のために何が必要なのか
を実証的に明らかにしたいと考えた。 

 
２．研究の目的 
保育現場において言語表現活動が重視さ
れており、絵本の読み聞かせも豊かに実践さ
れている。ところが、日本の口承文芸の流れ
を汲む「素話」は、保育の場において衰退し
つつある。 
そこで本課題の一連の研究では、言語表現
活動として重視されるべき「素話」が、なぜ
保育現場で衰退しているのかを実証的に分
析し、「素話」が計画的かつ効率的に実施で
きる手立てを確立する。 
具体的には、実際の保育現場で「素話」の
実践をおこない、参与観察・インタビュー調
査、およびアンケート調査などの手法を用い
て、（１）「素話」に適した題材・テーマにつ
いて、（２）効果的な「素話」の語り方につ
いて、（３）「素話」に適した環境についての
大きく３側面から実証的に分析し、それぞれ
について明らかにすることを目的としてい
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「素話」を実践する語り手の
保育者（保育者養成校の学生）と、聞き手で
ある子ども達の両者を詳しく調査する。 
両者に対する調査実験としては、当然ながら
「素話」の実践を中心におこなうが、その際
に用いる研究手法としては、大きく２種類を
予定している。それは、インタビュー調査・
参与観察、および子ども達の描画実験である。 
 
・インタビュー調査と参与観察 
インタビュー調査は、主に「素話」の実践

者である保育者や保育者養成校の学生に対
して実施する。ビデオカメラやＩＣレコーダ
ーによって採取された画像データや音声デ
ータを、テキストマイニングなどによって分
析する。 
さらに、「素話」の聞き手である子どもに
対してもインタビュー調査をおこなうが、対
象が乳幼児であるため十分な聞き取りが不
可能である場合も想定されることから、参与
観察の手法を併用する。参与観察においても
ビデオカメラとＩＣレコーダーを使用する。
図１と図２は、インタビュー調査と参与観察
のイメージである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．「素話」の実践の記録方法と 
子どもたちの「素話」に関わる 

発話の収集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．「素話」実践の様子の記録 

 
 
・子ども達の描画実験 
さらに、「素話」と他の言語表現活動との
相違点を明らかにするために、「素話」実践
後に子ども達の描画活動を設定する。描画活
動には、塗り絵と自由描画の２種類を設定す
る。子ども達の塗り絵や描画作品から、絵本
の読み聞かせ後の描画活動とは異なる「素
話」に見られる特徴を抽出すること目指す。
図３は、描画実験のイメージである。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．「素話」実践後の子ども達の描画活動 
 
４．研究成果 
 本申請の一連の研究から、保育現場におけ
る「素話」の実践に関して明らかになったこ
とを以下に述べる。 
 まず、先行研究で指摘されていた保育現場
における「素話」の実践の減少であるが、や
はり、本研究の調査からも先行研究の指摘と
同じく、「素話」の実践が減少傾向にあるこ
とが明らかになった。さらに本研究の成果か
らは、どの年齢段階の子どもに対しても、一
様に「素話」の実践が減少していることがわ
かった。 
一般的に保育者は「「素話」は挿絵がない
ために、年少児には不適である」と考えてい
るということが指摘されており、そのために
「素話」の実践は年少児に対してではなく、
年長児に対して行われていると考えられて
いた。したがって、「素話」の実践が減少し
ているのは、年長児に対して実践されないこ
とが大きな要因になっていると想定されて
いたのである。しかし、本研究で実施した保
育現場に対するアンケート調査からは、年少
児に対してだけでなく年長児に対しても「素
話」を実践することが減少していることがわ
かった。つまり、同じ言語表現活動である絵
本の読み聞かせなどによって、「素話」の実
践が代替されている現状が明確になったと
いえる。 
次に、保育現場全体で減少している「素話」
の実践であるが、その起因のひとつとして、
保育者養成に関わって「素話」を学ぶ機会が
十分に得られない現状があることがわかっ
たということである。日本社会においても過
去には、各家庭の囲炉裏端で祖父母から孫へ
と、昔話を代表とする口承文芸が伝承されて
いた。しかし、現在の日本社会では、家庭に
おいて昔話を語ること自体が減少している。
そのため、保育者を目指す学生が「素話」を
学び取る機会としては、現実的には保育者養
成校をおいて他には存在しないといって過
言ではない。ところが、保育者養成校のカリ
キュラムでは「素話」を学ぶ機会は必要十分
には設定されていない。さらに、前述の通り、
保育現場での実践が減少していることから、
保育・教育実習において学ぶ機会の減少して
いるのである。「素話」の実践を学ぶ機会の
減少が、実践のための自信を身につけるため

の経験を積むことができないことに繋がっ
ている。さらに、経験不足は実践に対する恐
怖心を高めることとなり、恐怖心から実践を
敬遠するという悪循環を生んでいる。「素話」
に対する不安感や実践中の緊張感を、本研究
における一連の実験調査によって可視化し
たことで明らかになった点である。 
さらに、「素話」に用いる題材としては、
創作よりも昔話が適していることがわかっ
た。これは民俗学と文学の視点からの昔話に
対する先行研究の知見と、図書館学における
ストーリーテリングに関する知見を援用す
ることで明らかになった。保育者養成校の学
生の「素話」に対する苦手意識は、自分自身
の語りによって子ども達を十分に引き付け
られるのかという不安に起因しているが、さ
らにその背後には、物語の内容を正確に覚え
られるかが不安であるということが隠され
ている。その二つの不安を解消するものが、
昔話とストーリーテリングの技法である。昔
話は数百年もの間、人々の心を惹き続けた口
承文芸であり、幼い子どもであっても耳から
の情報だけで十分に理解できる内容となっ
ている。さらに、図書館学におけるストーリ
ーテリングでは、物語の構造を記憶すること
が始める物語の覚え方が理論化されている。 
最後に、「素話」に見られる特徴的な効果
も、子ども達の描画活動によって明らかにな
った。絵本の読み聞かせ後の子ども達の描画
活動では、絵本の挿絵を真似る作品が多数見
られ、挿絵から離れた想像をすることが困難
な様子が確認できた。しかし、「素話」の実
践後の子ども達の描画活動では、子ども達の
自由な発想による自由な描画を確認するこ
とができた。それぞれの子ども達が、自分自
身の生活経験などに基づき、のびのびとした
想像をすることが可能であるということが、
「素話」の良さのひとつであると指摘できる。
今までは実証的に明らかになっていなかっ
た「素話」の利点を明らかにできたことは、
非常に有意義であるといえる。 
 今後の課題としては、さらに実験調査を重
ね「素話」と他の言語表現活動の相違点を明
らかにしていくことが挙げられる。また、同
時に本申請の研究から得られた成果を、具体
的にどのように保育現場に還元していくか
についても検討すること課題である。 
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